
   

平成 29 年９月１日 

貝塚市議会議長 殿 

 

研修会参加・視察報告書 

 

参加・報告者 平岩征樹 

 

JISSEN 自治体政策青年ネットワーク 2017 年第２回勉強会 

 

開催日：平成 29 年５月 11 日（木）12:45〜13:45 

場所：障害福祉サービス事業 ふれあいショップ絆  

○B型就労を活用した買い物難民対策 

 難病がある方の就労支援（B型就労）を目的に、NPO 法人福祉ネットワーク絆

が運営する店舗。野菜販売店とカフェを併設した店舗で、高齢化が進む向ケ丘

第２団地に 2016 年 10 月にオープン。B型就労支援と買い物難民対策を同時に行

う画期的な取組み。 

  
奈良県の新鮮野菜や手作り弁当、地域お客様の要望に基づいた加工食品の販

売なども行っていて、隣のカフェは地域住民の交流の場となっていた。 

   



   

上の階が就労支援の場になっていて、難病を抱える方ができる範囲でできる

時間にお仕事をされていた。視察に伺った際は、お弁当の箸袋を手作りされて

いる所だった。B型就労支援は受入れ先がまだまだ少ないのが現状だが、この取

組みは買い物難民対策と組み合わせるという面白い発想で、B型就労支援のヒン

トになるものだった。 

 

開催日：平成 29 年５月 11 日（木）14:15～17:00 

会場：堺市役所 

１、切れ目ない子育て支援の取組み（堺市子ども企画課） 

 共働き子育てしやすい街ランキング２年連続関西トップを誇る堺市の子育て

支援事業について、概要と妊娠〜出産前後、在宅子育て支援、保育施策などの

お話を伺った。職員の方の意欲も高く、妊娠、出産、子育て期の切れ目ない支

援が網羅的にできている。特に産前産後のケアを更に充実させるという流れの

中、先進事例は大変参考になるものだった。 

  
 

２、骨髄バンクを応援するさかい 

 堺市内を中心に骨髄バンクの普及推進活動を行なっている団体から、取組み

についてお話しを頂き、地方自治体として出来ることについて意見交換。 

  
 

 



   

開催日：平成 29 年５月 12 日（金）10:00～12:00 

会場：堺市役所 

１、堺市の自転車のまちづくりの取組みについて 

 日本における自転車発祥の地であり、自転車産業が集積している堺市の「自

転車まちづくり」について、自転車政策専門の組織である「自転車まちづくり

部」の職員の方々からお話しを伺った。 

  
自転車利用環境契約、自転車まちづくり推進条例や自転車走行環境整備などの

詳細。堺市コミュニティサイクルは、サイクルポートを駅前や観光拠点など８

箇所に集約。定期利用の場合は月 2,000 円で、自宅に持って帰って自宅から駅

前のポートなどの往復に追加料金なしで長時間利用可能となっている。東京都

内で採用されているシステムとは考え方が違うが、方式の違いは地域の自転車

ユーザーのニーズの違いによるもの。自転車は環境にも良く利便性も良いこと

から、欧米では広く行政も推進整備を進めている政策である。全ての自転車利

用者の安全を確保し利用を推進していく為、しなければならない事は多い。 

 

開催日：平成 29 年５月 12 日（金）10:00～12:00 

会場： さかい利晶の杜 

１、文化観光拠点の取組み 

 平成 26〜28 年度で 82 万人の来館のある人気施設。本格的な茶の湯体験や再

現された茶室など、堺市の歴史、茶の湯の文化について学べる施設。 

  



   

歴史、自転車政策、商人の町・堺の茶の湯文化など、堺市の特性を活かした施

策の視察内容だった。地域の特性を最大限に引き出し、何が必要で何を伸ばし

ていくべきなのか、大いに参考になるものだった。 


